
































































敷地 14反 5 畝11歩（4,361坪）14,413,105㎡
建物 建築年大正14年
書庫 ４階延 各階40坪 160坪 535.28㎡

















































































面 積 １階 597,153㎡
２階 587,853㎡
総面積 1185,006㎡
１階 館長室 27,500 8.32坪
教員閲覧室 48,750 14席 14.75
会議室 37,500 14席 11.34































２階 一般閲覧室 225,000 120席 68.06




書庫 １階 161,250 48.78
２階 161,250 48.78
３階 161,250 48.78









































































































































室の部分 一室の面積 室数 面積
事務室 64.56 1 64.56
館長室 18.48 1 18.48
カウンター・事務室 20.96 1 20.96
作業コーナー 14.47 1 14.47
ロッカーコーナー 11.51 2 23.02
開架閲覧室 252.18 1 252.18
閉架閲覧室 384.48 1 384.48
AVコーナー・ブラウジングコーナー 112.38 1 112.38
レファレンス 43.72 1 43.72
閉架書庫 92.77 1 92.77
対面朗読室 9.4 1 9.4
マイクロ室 22.63 1 22.63
グループ学習室 21.71 1 21.71
会議室 29.55 1 29.55
研究個室 3.77 5 18.85
研究個室 4.28 1 4.28
コピーコーナー 8.22 1 8.22
コピーコーナー 9.62 1 9.62













































































































































































































遡及入力前図書 CARIN上総計 差 異
冊 数 金 額 合計冊数 合計金額 冊 数 金 額
神 道 学 科 2,458 22,243,875 2,879 24,452,283 421 2,208,408
国 文 学 科 5,887 34,227,189 5,748 34,905,160 －139 677,971
国 史 学 科 4,468 46,258,886 4,908 43,323,448 440 －2,935,438
コ ミ 学 科 3,731 17,108,033 3,315 14,480,506 －416 －2,627,527
教 育 学 科 15,100 57,779,331 12,022 42,847,477 －3,078 －14,931,854
神道研究所 16,800 51,996,977 15,887 46,475,714 －913 －5,521,263
神道博物館 3,990 10,520,877 3,753 8,222,399 －237 －2,298,478
史料編纂所 9,989 60,757,963 10,621 50,411,117 632 －10,346,846
合 計 62,423 300,893,131 59,133 265,118,104 －3,290 －35,775,027
との質問がだされたが、書誌構造での問題はないと説明がなされた。３社のシステムを検討する際、
各社のシステム上のメリット、デメリットを検討し、システムのサポート体制や書誌データの移行の
問題等を比較した上で、次期図書館システムにCARINシステムを選定する事が諮られ、異義なく了
承された。
キャンパス統合計画 図書館３階の改築計画
名張学舎とのキャンパス統合に向け、キャンパス統合のためのプロジェクトを（事務局）を立ち上
げ、平成21年５月29日（金）第１回の会議を開催し、以後、平成22年２月４日（木）まで都合11回の
会議がもたれ検討がなされた。
社会福祉学部との統合による蔵書の移転作業（所蔵データの付替作業等）
伊勢学舎図書館自体収納スペース限界が近付いている中で、社会福祉学図書館の蔵書を受け入れる
ことができるかの検討がなされた。従来、図書の大きさによって棚板の高さを変えて配架していた
が、棚板の高さを統一し７段に収納することにした。どうしても高さのある図書については、書棚の
最下段を高さを高く取りそこに別置することにし収納スペースを拡大を図った。平成22年夏期の蔵書
点検時に、空き棚数を計算したところ社会福祉学部図書館の蔵書の収納は計算上可能となった。しか
し、今後増加する蔵書まで収納する事ができないため、「皇學館大学・高等学校・中学校図書館資料
の除籍に関する内規」（平成21年６月５日施行）に照らし、①利用頻度の低い複本、②記述されてい
る内容・資料・表記等が古くなり利用価値の失われた資料、③新しい学説や理論が採用されていない
資料で、史的資料としても利用価値の失われた資料については、極力廃棄することにした。平成22年
７月５日（月）から７月30日（金）洋書及び製本雑誌について仕分け作業と伊勢学舎図書館への搬出
作業を行い、８月２日（月）名張学舎図書館から搬出し８月３日（火）伊勢学舎図書館での受入作業
を開始し８月10日（火）配架を完了した。
名張学舎図書館では、９月６日（月）から９月10日（金）にかけて①伊勢学舎図書館移送図書のリ
スト、②除籍図書リスト、③名張市無償譲渡（予定）リストを作成した。移転する図書については、
伊勢学舎図書館と仕様を合わせるため図書のラベルの貼り替え作業も実施した。和書及び製本雑誌
（48,798冊）について平成23年２月21日（月）・22日（火）名張学舎図書館から搬出し、伊勢学舎図書
館に搬入し、配架作業及びその点検作業を順次進め３月３日（木）作業を完了した。名張学舎図書館
からの受け入れされた図書が混配されたため配架場所が大幅に変更となったため、利用者への便を考
え、書架への見出しや配架場所変更等こまめに掲示を行い、３月７日（月）開館した。
名張学舎図書館から移転してきた図書について、配架場所の変更、新たに設置したビデオ・DVD
用書架への配架変更、除籍図書のデータ変更等を丸善(株)に依頼して平成22年３月４日(金)行った。
新たな事業への取組み
図書館の閲覧環境の改善と安全対策
地震災害の対応については、従来から検討がなされ安全対策について提言し、予算要求をしてきた。
平成23年３月11日、東日本大震災が発生したこともあり、①、閲覧室２階・３階の耐震工事（傾斜ス
ライド棚への付替、書架の床固定）、②、積層書庫の照明器具増設と非常灯の設置・非常誘導灯の付
替工事が認められた。
平成23年８月１日から11日（水）まで、積層書庫の照明器具増設・非常灯の設置、避難誘導灯の取
替工事。集密書庫の非常灯・避難誘導灯の設置工事を行った。
皇學館大学附属図書館小史（𠮷﨑）
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この照明器具関係工事とは別に、８月８日（月）から19日（金）まで閲覧室２階・３階の書架の床
固定工事ならびに傾斜棚取替工事を実施した。今後は、積層書庫・集密書庫についても傾斜棚取替な
ど耐震工事を実施しなければならない。
閲覧室３階の改修工事 書架及び閲覧席の増設
従来から、文学部図書館では書庫の狭隘が問題化されてきたにも拘わらず、平成23年３月末には、
社会福祉学部から52,618冊の蔵書を受入が移転された。書架の棚板の高さを一定化することにより何
とか工夫を重ね社会福祉学部の蔵書を受け入れることは出来た。しかしながら、書棚の空きスペース
は限界に達しており、平成24年８月、大学院の研究室・演習室が３号館に移転、８月20日（月）から
３階の閲覧室の拡張工事（伊藤工務店）を行い、９月17日から社会福祉学部から移転してきた書架を
組立（丸善株式会社）、約22,000冊の蔵書を収納出来る様になった。また、かねてより快適な環境の
もとでの座席数の確保の要望にも対応した。社会福祉学部図書館から移転してきた閲覧机及び椅子を
利用して48席を新たに設けるとともに、３階閲覧室に新たに資料検索用のパソコン４台を設置、パソ
コン利用のためコンセントの増設、トイレの使用も可能となった。
将来への構想
平成23年12月16日付で、附属図書館在り方検討委員会高倉一紀委員長から、教学運営委員会委員長
清水潔学長に「附属図書館改革に関する提言」が答申された。その中で、教育・研究支援機能として、
早急に取り組まなければ課題として「ラーニング、コモンズの開設とサブジェクトライブラリアンの
任用」を取り上げられた。その他として、早急に取り組まなければならない課題に「本学の特色を活
かした戦略的な稀覯資料の収集と活用」があるとし、その一として「資料のデジタル化」が指摘された。
資料のデジタル化は、大学に所蔵する資料を保存し、デジタル化した資料をもとに、広く地域の
方々に資料を提供することは、大学をアピールすることにもつながる。将来は、補助金を申請（補助
金対象になるか調査する）してデジタルライブラリーとしてホームページへの掲載をしたいが、その
ような、足がかりとして、来年度はその第一歩を踏み出したいと、第１回大学図書委員会（平成21年
10月14日（水））に提案し審議された。図書委員会では、伊勢学舎の所蔵する貴重資料のデジタル化
により手軽に資料を提供することは、地域社会への貢献のみならず大学の宣伝にもなり、受験生獲得
にもつながる事業であり、積極的に進めていくことで合意がなされた。
その他「リポジトリの構築」などの課題が提示され、今後、それらの諸問題を解決していくことに
より次世代に対応できる図書館となり得るであろう。
平成26年、文部科学省の補助金をもとに３月末ラーニング、コモンズの開設することができた。
今後、教育・研究に有効的に活用されることになる。
（平成26年３月31日）
【編集担当者附記】本稿は、『皇學館大學百三十年史』各説篇に掲載のため準備された原稿であるが、同書の刊
行を見送ることになったためここに掲載させていただいた。
（よしざき ひさし・前皇學館大学附属図書館事務長）
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